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用語の説明

　火災の種別とは

建 物 火 災 ・・・・・ 建物又はその収容物が焼損した火災

林 野 火 災 ・・・・・ 森林、原野、牧野が焼損した火災

車 両 火 災 ・・・・・
自動車車両、鉄道車両及び被けん引車
又はこれらの積載物が焼損した火災

その他の火災 ・・・・・ 上記以外の火災

　　ぼ　や・・・建物の焼き損害額が火災前の評価額の１０パーセント未満で
             　 あり焼損床面積が１平方メートル未満のもの、建物の焼き損
              　害額が火災前の評価額の１０パーセント未満であり焼損表面
　　　　　　　　積が１平方メートル未満のもの又は収容物のみ焼損したも
              　のをいう。

　建物の焼損程度とは

　　全　焼・・・建物の焼き損害額が火災前の評価額の７０パーセント以上の
              　もの又はこれ未満であっても残存部分に補修を加えて再使用
              　できないものをいう。

　　半　焼・・・建物の焼き損害額が火災前の評価額の２０パーセント以上の
                もので、全焼に該当しないものをいう。

　　部分焼・・・建物の焼き損害額が火災前の評価額の２０パーセント未満の
                もので、ぼやに該当しないものをいう。
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１.火災の概要

令和４年 令和３年 増・減（△）

（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

17 26 △ 9

建 物 13 13 0

林 野 0 1 △ 1

車 両 0 4 △ 4

そ の 他 4 8 △ 4

24 18 6

全 焼 9 5 4

半 焼 2 1 1

部 分 焼 5 4 1

ぼ や 8 8 0

1,162 697 465

40 19 21

ａ 0 8 △ 8

2 2 0

6 4 2

24 6 18

全 損 6 2 4

半 損 0 0 0

小 損 6 4 2

水 損 12 0 12

人 44 17 27

87,447 13,502 73,945

建 物 80,932 13,136 67,796

林 野 0 0 0

車 両 315 252 63

そ の 他 6,200 114 6,086

2.7 4.3 △ 1.6

　この火災統計は、令和４年１月から令和４年１２月の火災発生状況を集計・分析した
ものです。本市での火災件数は１７件で、前年より９件の減となっています。
  火災を４つの種別に区分し、その構成比についてみると「建物火災」は１３件で全火
災のうち７６％、「林野火災」、「車両火災」は０件、「その他の火災」(空地・河川
敷の枯草等の火災)は４件で約２４％となっています。

建 物 焼 損 表 面 積

林 野 焼 損 面 積

死 者

出 火 件 数

り 災 世 帯 数

人

焼 損 棟 数

単位

件

世帯

千円

建 物 焼 損 床 面 積
㎡

棟

負 傷 者

備考 １  △は、減を表す。

り 災 人 員

　　     　　　　　　　　　　令和　３年１２月末日（６１，４９６人）

損 害 額

　　 ３  人口：住民基本台帳　令和　４年１２月末日（６１，０５２人）

　　 ２  出火率：人口１万人当たりの出火件数

出 火 率
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２.火災発生件数の推移

３.過去１０年間の出火率の推移

　本市における令和４年中の火災件数は１７件で、平成５年からの平均約２１件を下回る結
果となりました。また、全火災のうち建物火災が占める割合は約７６％となっています。

備考　全国の出火率に関しては、公表後に記載。

3.3
3.4

3.1

2.9

2.5
2.8

1.6

2.7

2.9

3.7
4

3.3

2.8

3.1 3

3

2.9

2.2

5.6

4.7

2.9
3

2.4

3.3

1.8

4.3

2.7

0

1

2

3

4

5

6

25 26 27 28 29 30 元 2 3 4 年

全 国

山形県

天童市

11

18

11

16 15
13

7
9

21

9
5

17

10
14 13

15

8

1

8 8 8

18
20

7 8 7 6 5

13 13

0

10

20

30

40

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4

件

年

建物火災以外

建 物 火 災

13

6

（件/万人）

17
9

8

6

6

15

9 13

12 9

19

22

7

8 21

7 8
9

3

9 8 11 8 8

4 6

4
12

2.7

平成 令和

平成 令和

-3-



４.火災による死者の状況

５.四季別火災発生状況

春季 ３～５月

夏季 ６～８月

秋季 ９～１１月

冬季 １２～２月

1 1 1

2

1

2

5

2

1 1 1 1

2 2 2

0

1
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3

4

5

6

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4

人

年

火災件数
１７件

夏 季
（２件 １２％）

春 季
（６件 ３５％）

冬 季
（４件 ２４％）

秋 季
（５件 ２９％）

平成 令和
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６.月別火災発生状況

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

建　　物 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 13

林　　野 0

車　　両 0

そ の 他 1 1 1 1 4

合　　計 1 2 2 2 2 1 1 0 1 1 3 1 17

７.時間帯別火災発生状況

0

1

2

3

4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

件

月

建 物 林 野

車 両 そ の 他

月
火災種別

0

1

2

3

4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

件

時間

時分不明 １件

3

1 1 111 1

22

3

１1 12

11

1 1 1

1

111

1

2
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８.覚知別火災発生状況
　

１１９番
携　　帯
１１９番

加入電話 事後聞知 警察電話 そ の 他 合 計

建 物 6 5 1 2 14

林 野

車 両

そ の 他 3 3

合 計 6 8 1 2 17

備考　携帯１１９とは、携帯電話からの１１９番通報をいう。

　　　加入電話とは、一般加入電話をいう。

　　　事後聞知とは、火災鎮火後に覚知したものをいう。

　　　警察電話とは、消防署と警察署の専用電話をいう。

　　　その他とは、上記以外で消防機関が覚知したものをいう。

９.火災による損害額の状況

　令和４年中の火災による損害額の合計は８７，４４７千円で、火災１件当たりでは約
５，１４０千円となってます。

火災件
数

ｄ

d：事後聞知 （２件 １２％）

39,223

57,052

37,560

84,897

34,958

75,014

2,971
16,841

57,375

23,129
1,323

109,128

41,191

41,508
53,857

84,582

11,012
3,007

69,668

17,749

33,967

327,147

52,510

11,686
2,783

34,970
13,489

3,754
13,401 

87,447

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4

千円

年

損害額

覚知種別

火災種別

ａ：１１９番 （６件 ３５％）

ｂ：携帯１１９番 （８件 ４７％）

ｃ：加入電話 （１件 ６％）

ａ

ｂ

ｃ

平成 令和
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１０.原因別火災発生状況
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Ｒ２年 1 1 1 5 1 1 1 11

Ｒ３年 1 2 3 1 6 1 2 1 5 4 26

Ｒ４年 3 1 1 1 1 1 5 4 17

１１.初期消火の状況

　初期消火は、全火災１７件のうち約５２％にあたる９件で行われています。

　建物火災においては、初期消火を行った９件のうち４件が成功し「ぼや」で

消し止められています。

6 (3) 3 (1)

2 (1) 1

3 (2)

1 2 (1)

7 1

13 (3) 4 (1)17

初 期 消 火 な し

合 計

　　　　　　　（　）は初期消火に成功した件数

8
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水 を か け た
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3
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(1)
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１２.過去３年間の火災構成比

１３.地区別火災発生状況

１４.過去１０年間の地区別火災発生状況

　火災が発生した場所を地区別にみると、天童中部地区で６件発生し、次いで津山地区
で３件、成生・天童北部地区で２件、蔵増・干布・荒谷・天童南部地区で各１件、無火
災地区は寺津・田麦野・山口・高擶・長岡地区となっています。
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